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ノリト（祝詞）の言葉にはツミのリストが含
まれ,“シラヒト”(白人）という語と“コクミ”
(胡久美）という語が並んで見える｡ そして,
『藥師經』 にも“白癩”という語と“背傴”と
いう語が並んで見え，人々がブッダを目指すの
を側面から助けようとするバーイシャジヤグル
は，この悲惨な病気を取り除いてやろうとする｡
ノリトのリストで次に来るのは“ハフムシノ-
ワザハヒ”と“タカツトリノ-ワザハヒ”であ
る｡ そして，『藥師經』 には“毒蛇-悪蝎-蜈蚣-
蚰蜒”という語連続と“怪鳥”という語が見え，
バーイシャジヤグが除去しようとする災いの原
因を指す｡ ブッダになるための準備をしようと
する人々のために，この２種の災いをバーイシ
ャジヤグが除去しようとしているのである｡
そして,“ケモノタフシ-マジモノスル-ツミ”
という表現がノリトに加えられることがあり,
殺畜生-取其血肉”という表現が 『藥師經』 に
ある｡ 新たに加えるべきツミの名称を探してい
たノリトの作者の目に留まったのは，ブッダを
目指す人々のためにバーイシャジヤグルが無効
にしようとしている邪悪な呪術であった｡
さらに,“川入リ”と“火焼キノ罪”という
二つの項目が 『皇太神宮儀式帳』 で新たに加え
られていて，『藥師經』 には“爲火所燒”と
爲水所溺”が見える｡ これは寿命がまだ尽き
ていないのに死ぬ場合であり，バーイシャジヤ
グルが介入できる例外的な死である｡
介入といっても，バーイシャジヤグル自身が
直接に介入するわけではなく，不注意で起こる
死を避けるのに効果がある呪文を人々に教える
に過ぎない｡ 注意すれば避けられる死のリスト
を眺めていた日本人の目に止まったのは，ケガ
レとして忌み嫌っていた溺死と焼死であった｡
ケガレである以上は，オホハラヘを行って消滅
させなければならなかった｡
Ⅰ
ケガレを消すために行われた
９世紀のオホハラヘ
９世紀になっても盛んにオホハラヘが行われ
た｡ そして，この世紀の後半に特に目立つのは，
ケガレを消すために行われるオホハラヘである｡
このようにケガレを消すためのオホハラヘが盛
んに行われるようになると，もともとは厳格に
区別されていたオホハラへとミソギは，それぞ
れ扱う領域が曖昧になるのは避けられなかった｡
９世紀の日本では，天皇の住む宮殿や政府官
庁で人が死ぬと，あるいは犬や馬が死ぬと199),
31
*本学文学部
『國大』: 『國史大系』 (新訂増補), 東京, 1942.
『古大』: 『日本古典文學大系』, 東京, 19521967.
『大正』: 『大正新脩大藏經』, 東京, 19241935.
『靈異記』: 『日本霊異記』, 小泉道, 『新潮日本古
典集成』 67, 東京, 1984.
BhS: 
・
	
		


	
ed. N.
Dutt, Calcutta, 1939.
オホハラヘの成立に関与した異文化文献
ヤマヒとワザハヒを追加する際に使われた 『藥師經』
(４)
小 林 信 彦*
199)「五畜」(鶏/羊/牛/馬/豚) が死ぬと汚染が発
生し, それを消すためにオホハラヘが行われるが,
むやみに多いのは犬が死んだ場合である｡ 記録で
見る限り，それ以外の動物が死んで汚染が発生し
た場合は極めて少ない。
また, 資料をすべて調べて統計表を作ったわけ
ではないが, オホハラへを行うにせよ行わないに
せよ, ９月11日に犬が死んだ記録がむやみに多い。
動物が決まった日に死ぬわけはないので, 犬が死
重大なケガレが発生すると考えられていた｡ そ
こで，そのような場合には，生じたケガレを消
去するために，臨時のオホハラヘが行われたの
である｡ 『延喜式』 の規定によると，オホハラ
ヘを挙行する場所は朱雀門であるが200), これは
必ずしも実情を反映していなかったようであり，
臨時のオホハラヘが建礼門で行われた事例は数
え切れないほどである201)｡
[長元]三年正月十七日辛未，今日，豊
樂院殿壇上に美女一人殺害さる｡ ‥‥
[二月]廿四日丁未，大祓す202)｡
[天長七年]九月乙亥，建禮門前に於て
大祓す｡ 掖庭に犬死ぬるに依るなり203)｡
[元慶四年九月]十一日壬戌，禁中に犬
死ぬ｡ 乃ち奉伊勢大神幤使發たず｡ 建禮
門前に於て大祓す204)｡
[貞観四年六月十日]十日丁未，建禮門
前に於て大祓す｡ 宮内省に馬の死穢の有
るを以てなり205)｡
そして，ケガレが発生したのが他の場所であ
っても，それに汚染された人が天皇のいる建物
に入って二次汚染が生じた際にも，これを消去
するために建禮門や朱雀門の前でオホハラヘが
行われた｡
[貞觀元年四月]廿一日丙午，建禮門の
前に於て大祓す｡ 穢に觸れる人の御在所
に入るを以てなり206)｡
[貞觀五年二月]二日乙未，朱雀門の前
に於て大祓す｡ 死穢に觸れる人の禁中に
入るを以てなり207)｡
強力なケガレとして知られる火事が政府官庁
や内裏で起こった際には，当然ながら月ごとに
行われる重要な儀式が中止され，建禮門の前で
オホハラヘが行われた｡
[貞觀十六年十二月]十一日乙丑，右近
衛府の失火の穢に縁りて，月次の神今食
祭を停む｡ 建禮門の前に於て大祓す｡ 是
の夜，月昴星を犯す208)｡
桃山学院大学総合研究所紀要 第29巻第２号32
ぬのを９月11日とする報告が特に多いのは, 何か
特別の理由があるらしい。
200)『延喜式』で規定されているように, ６月と12
月の定例のオホハラヘの行われる場所は, 天皇の
住居コンプレッス (内裏) の周囲に広がる官庁街
(外内裏) の正門であり, これは“朱雀門”と呼
ばれる。
『延喜式』1,『國大』26, p. 726: 六月晦
日大祓十二月準此‥‥‥ p. 727: 右晦日申時以
前 親王以下百官会集朱雀門 卜部讀祝詞
臨時のオホハラヘの行われる場所については,
朱雀門以外の場所が特に指定されているわけでは
ない。そうすると, ６月と12月のオホハラヘ規定
を準用するしかないということになる。
201) 臨時のオホハラヘが行われた実例を『日本三代
實録』で見ると, 朱雀門のほかに建礼門が使われ,
むしろその方が多いくらいである。建礼門”と
呼ばれるのは, 天皇の住居コンプレッス (内裏)
の正門である。
このように, オホハラヘの行われる場所につい
ては, 建前と実態の間に乖離がある。臨時のオホ
ハラヘは建礼門でも盛んに行われていたのである。
この点については, 本居宣長も一時はいささか混
乱していた。
本居宣長,『玉かつま』12,『本居宣長全
集』1, 東京, 1968, p. 372: 大祓臨時のは
建禮門にて有といふ事 (793) 師の祝詞考，
大祓の解に, 臨時の大祓は，建禮門にてあ
ること, 三代實録に見えたり，といはれた
るを, おのれ後釋に, かの三代實録なるは，
内裏の穢なるによりてこそ, 建禮門にては
行はれたるなれ, おしなべては, 臨時のも，
朱雀門にて有し也といへりしも誤也, 後に
史どもを見るに, 内裏の穢にはあらざるを
りも, 建禮門にて行はれて, おほかた臨時
のは, いつもかの門前にて行はるゝ例なる
こと, 三代實録四十一の巻に見えたり。
天皇の住居コンプレッスの正門で行われること
が多いのは, 宮中で発生したケガレを消去する場
合のオホハラヘがもっぱら記録に残されたからで
はなく, 挙行場所の規定がそれほど厳格なもので
はなかったからである。
202)『日本紀略』後編 14 (後一条),『國大』11, p.
276:〔長元]三年正月十七日辛未 今日豊樂院殿壇
上美女一人被殺害‥‥[二月]廿四日丁未 大祓
203) ibid., 前編 14 (淳和), 『國大』10, p. 330: [天
長七年]九月乙亥 於建禮門前大祓 依掖庭犬死也
204)『日本三代實録』38,『國大』4,〔後編〕p.
481: [元慶四年九月]十一日壬戌 禁中犬死 仍不
發奉伊勢大神宮幤使 大祓於建禮門前
205) , 6,〔前編〕p. 93:〔貞観四年六月十日]十
日丁未 大祓於建禮門前 以宮内省有馬死穢也
206) ibid., 2,〔前編〕p. 27:〔貞觀元年四月]廿一日
丙午 大祓於建禮門前 以觸穢之人入於御在所也
207) ibid., 7,〔前編〕p. 105:〔貞觀五年二月]二日
乙未 大祓於朱雀門前 以觸死穢人入禁中也
208) ibid., 26,〔後編〕p. 354:〔貞觀十六年十二月]
十一日乙丑 縁右近衛府失火之穢 停月次神今食祭
[元慶七年十一月]十六日己卯，新嘗祭
を停む｡ 建礼門の前に於て大祓を修す｡
内裏に人死に，諸祀停廢する以てなり209)｡
ケガレが起きるとカミとの接触ができなくな
る｡ 直ちに接触する必要がなければ，無理にオ
ホハラヘを行うこともない｡ 大和の広瀬神社と
竜田神社の祭りは，ケガレのせいで中止せざる
をえない場合，ケガレは一定の日数が経過すれ
ば消えるのであるから，それまで延期すればよ
かった｡
[天暦三年七月]四日乙巳，廣瀬龍田祭，
穢に依りて延引す210)｡
一方，ぜひともカミと接触しなければならな
い際に，犬や人が死んだり子を産んだりすると，
生じたケガレを消去するために，直ちにオホハ
ラヘを行う｡ そして, そのような記録はなはだ
多い｡ ケガレのせいで伊勢神宮へ使いを送れな
くなると，オホハラヘを行ってケガレを消去し
たのである｡
[貞觀九年十月]七日壬甲 建禮門の前
に於て大祓す｡ 去年，内裏に犬の産穢有
り｡ 奉伊勢大神宮幣使を發せず｡ 明日發
す可し｡ 故に更に齋して禊を修す211)｡
[元慶二年九月]十一日葵夘 建礼門の
前に於て大祓す｡ 昨日，辨官に人の死穢
有り｡ 今日，奉幤伊勢太神宮使を發せ得
ず｡ 故に此の禊を修す212)｡
[貞觀十八年九月]十一日乙酉 奉伊勢
神宮幤使を停む｡ 内裏に犬の死せるを以
てなり｡ 建禮門の前に於て大祓す213)｡
禊を修す”の“禊”は“オホハラヘ”を表
記する｡ ケガレが生じて伊勢神宮へミテグラ
(御幣）を納める使いが出発できなくなったが，
どうしても行かせなければならない｡ そこで，
オホハラヘが行われた｡
このように，ケガレが生じた場合に清浄な状
況の回復が必ず行われたとは限らないのである
が，ケガレが障害となって欠かせない神事が行
えなくなると，急遽ケガレを消すためにオホハ
ラヘが行われた｡ そして，９世紀後半になると,
そのような場合に行われるオホハラヘの記録が
急増する｡ こうなると，オホハラヘは滞りなく
神事を実施するための準備作業の観がある｡
かつてはもっぱらヤマヒやワザハヒが起きた
時に行われた臨時のオホハラヘは，後代になる
ともっぱらケガレに対処するために行われるよ
うになった｡ 人間や動物が死んだり，火事があ
ったりした時に行われたのである｡ 特に，この
ような不祥事のせいでカミとの接触ができなく
なった際には，それを滞りなく挙行するために
必ずオホハラヘが行われた｡
Ｊ
実情を反映しないリスト
さて, 804年に提出された 『皇太神宮儀式帳』
では溺死と焼死がツミのリストに取り上げられ,
｢川に入ること｣ (川入）と ｢火で焼かれること｣
(火焼）が原因で起こるケガレがオホハラヘの
対象となっている｡ ただし，ケガレを消すため
にオホハラヘが盛んに行われるようになるのは，
９世紀後半になってからのことである｡
ちなみに，『皇太神宮儀式帳』 でツミのリス
トに ｢川入リ｣ と ｢火焼ケ｣ が加えられたのは，
必ずしも文献が成立した時代の状況を反映して
のことではない｡ 949年６月に誰かが井戸に落
ちて死んだ話では，ケガレが宮中にまで及んだ
と言うが，その際にオホハラヘが行われた記録
はない｡
それに，当時のケガレ基準に則せば，溺れた
人間の死体はケガレであっても, 水が流れてい
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209) ibid., 44,〔後編〕p. 544:〔元慶七年十一月]十
六日己卯 停新嘗祭 於建礼門前 修大祓 以内裏人
死 諸祀停廃也
210)『日本紀略』, 後編 3 (村上), p. 64:〔天暦三
年六月]四日乙巳 廣瀬龍田祭依穢延引
211)『日本三代實録』14,〔前編〕p. 222:〔貞觀九
年十月]七日壬申 大祓於建禮門前 去年内裏有犬
産穢 不發奉伊勢神宮幣使 明日可發 故更齋修禊
焉
212) ibid., 34,〔後編〕pp. 437-438:〔元慶二年九月]
十一日葵夘 大祓於建礼門前 昨日辨官有人死穢
今日不得發奉幤伊勢太神宮使 故修此禊也
213) ibid., 29,〔後編〕p. 382:〔貞觀十八年九月]十
一日乙酉 停奉伊勢神宮幤使 以内裏犬死也 大祓 於建禮門前
る限りケガレは広がらないことになっているの
で，時代の状況を反映させて何かをツミのリス
トに加えるとしても, ｢川入リ｣ ではあまり実
情に合わないのである｡
この時代には，川の流れがケガレを留保しな
いと考えられていた｡ 川の中にケガレがあって
も，その周囲を流れる水はそれを止め置くこと
がないのであるから，人間が水の中を歩いても
汚染されることはない｡
一つ｡ 河の流れ，穢留めざる事｡ 大河
の河の流れ，本より自ら汚穢にあらざる
の限り，人を渡すを以て，何ぞ穢を爲さ
む｡ 康和二年五月，明法愽士，中原の答
なり214)｡
火事によるケガレを消滅するためにオホハラ
ヘが行われた記録は割によく見かけるが，焼死
者が出た場合のオホハラヘは，実際に行われた
記録がない｡ 冷然院に火事があって人が死んだ
際には，大原野祭が中止されたものの，オホハ
ラヘが行われた記録はないのである｡
[貞觀十七年二月]廿五日己卯，大原野
祭を停む｡ ‥‥‥ 停止せる所以は，冷
然院の火，に火を助くる人の燒死を以
てなり215)｡
実際にオホハラヘが行われた記録がないのに
ツミのリストに挙げられるのは, 溺死と焼死の
場合だけではない｡ シラヒトやコクミを撲滅す
るためにオホハラヘが行われた記録はないし，
オノレガハハ-ヲカス-ツミ（己が母犯す罪）や
オノレガコ-ヲカス-ツミ（己が子犯す罪）のお
ぞましさから逃れるためにオホハラヘが行われ
た記録もない｡ また，文献で知られている限り,
｢地面を這う小動物｣ (ハフムシ）や ｢空を飛ぶ
鳥｣ (タカツ-トリ）のワザハヒに対抗するため
に，高位の高官が集って中臣がノリトを読み上
げる儀式が行われることはなかった｡
そして，ケモノタフシテ-マジモノ-セル-ツ
ミ（畜仆して蠱物爲る罪）の忌まわしさから逃
れるためにオホハラヘを行った事例も報告され
ていない｡ 文献に見られるのは 『日本靈異記』
の中巻第五話くらいのものであり，聖武の時代
のこととして伝えられるこの話では，年ごとに
牛を殺して祭っていた男が重い病気になったの
で，カミナギ（卜者）にハラヘをしてもらう216)｡
しかしながら，これは歴史記録ではなく説話に
過ぎず，ツミではなくヤマヒを消去しとうとし
ているで，機能の点ではオホハラヘであるが，
個人の都合で行われた私的なパフォーマンスに
過ぎない｡
ノリトで唱えられるクニツ-ツミのリストに
あるのは，オホハラヘで処理すべきことを分野
ごとに象徴する名称であり，オホハラヘの消去
対象として実際に取り上げられた事例ではない｡
数あるヤマヒの中でシラヒトとコクミが選ばれ
たのは，外観が異常であったからである｡ 『日
本書紀』 の伝える話によると, レプラ患者は見
掛けが違うという理由で嫌われていた217)｡ 日本
文化圏には外観が異なるものを憎む伝統があ
り218), 中世になると ｢死後の幸せは身体の完全
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214)『文保記』,『羣書類從』523, 雜部 78,『新校
羣書類從』22, 東京, 1932, p. 716: 一 河流穢
不留事 大河々流 本自不汚穢之限 以渡人何爲穢
乎 康和二年五月 明法愽士中原答也
215)『日本三代實録』27,〔後編〕p. 360:〔貞觀十
七年二月]廿五日己卯 停大原野祭 ‥‥‥ 所以停
止者 以冷然院火救火人燒死也
216)『日本靈異記』中 5, 小泉道,『新潮日本古典集
成』67, 東京, 1984, pp. 117-121,「漢神の祟り
により牛を殺して祭り, また放生の善を修して,
現に善悪の報を得る縁｣｡
217) レプラの症状が見られる者は, 孤島に打ち捨て
て放置してももよかった。病気の感染を恐れたと
いうよりも, 外観が外の人々と違うという理由で
憎まれていたのである。
『日本書紀』22,『國大』1,〔後編〕p.
155, 其面身皆斑白 若有白癩者乎 悪其異
於人 欲棄海中嶋《其の面身, 皆斑白なり。
若しくは白癩有る者か。其の人に異なるこ
とを悪みて, 海中の嶋に棄てむとす｡》
本居宣長はツミのリストの最終部分を説明して,
汚いことと醜いことが古代の人々に憎まれ嫌われ
ていたと言う。シラハダとコクミがオホハラヘで
消去の対象となったのは, 汚く醜かったからとい
うことになる。
本居宣長,『大祓詞後釋』上,『本居宣長
全集』7, 東京, 1981, p. 129: 又穢きこ
と, 醜きことなど, 其外も, すべて世に人
のわろしとして, にくみきらふ事は, みな
都美也。
218) カミガミが跋扈する日本文化圏で, 身体障害や
を前提とする｣ というアイデアが生まれる219)｡
馬と羊と牛と犬と猪と鶏は“六畜”と言われ，
このうちのどれかが死ぬとケガレが発生すると
信じられ，その有効持続時間は五日間とされて
いた220)｡ 自然に消えるまで待てない場合は，オ
ホハラヘを行って強制的に消去しなければなら
ない｡
ケガレのせいで実際にオホハラヘが行われた
例で，記録が最も多いのは動物が死んだ場合で
あり，平安京には野良犬がいたせいか，特に目
立つのは犬が死んだ場合である221)｡ ところが，
犬の死によるケガレなど，どのツミのリストに
も挙げられていない｡
撲滅を図って実際にオホハラヘが行われた記
録がないという点で，『皇太神宮儀式帳』 のリ
ストに追加された ｢川入リ｣ と ｢火焼キ｣ は，
皮膚が白くなるレプラや腫瘍性クル病，さらに
は近親相姦や獣姦と同じである｡ そして，異常
な病気や異常なセックスと同じように, ｢川入
リ｣ と ｢火焼キ｣ も何かただならぬ点があった
に違いない｡ 何かが川の中に入ることや何かが
火で焼かれることだけなら，レプラのような恐
ろしい病気や自分の娘とのセックスのような忌
まわしい行為と同列に置かれることはあるまい｡
レプラやクル病と同じように，溺死と焼死は
ただならぬ文献に言及されていた｡ 命さえ救う
機能があると信じられていた究極の経典 『藥師
經』 で取り上げられていたのである｡ そして,
｢不時の死｣ (maran
・
a) のリストの中には
変わった死（横死）が数多く挙げられているが，
その中で日本でケガレの原因と信じられていた
のは, ｢溺死｣ と ｢焼死｣ だけであった｡ それ
に，当時の日本人に親しまれていた文献で,
｢川に入ること｣ と ｢火に焼けること｣ が並ん
でいるのは，実際のところ 『藥師經』 以外にな
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外観の変化を伴う病気など, 見た目の不完全さ異
常さは醜いだけに留まらなかった。カミは見掛け
の醜さを嫌うのである。この文化伝統を受け, や
がては「身体が不完全であると, 後生に差し支え
る」という考えが出て来た。
1221年の承久の乱に敗れて捕まった高倉範茂は,
鎌倉へ護送される途中で処刑されることになった
が, 斬首を厭がって足柄山の麓で急流に沈んで死
ぬことを望んだ。 範茂の思いに同情する鎌倉側
の武将に願いが受け入れられ,“水入りの刑”と
も言うべき世にも珍しい刑が執行されることにな
ったのである。
『吾妻鏡』25,『國大』32,〔前編〕p.
793:〔承久三年七月]十八日庚子 甲斐宰相
中將範茂 爲式部丞朝時之預 於足柄山之麓
沈于早河底 是五體不具者 可爲最後生障
害可入水由依所望也《[承久三年七月]十
八日庚子, 甲斐宰相中將範茂, 式部丞朝時
の預りと爲り, 足柄山の麓に於て早河の底
に沈む。是れ, 五體不具は最後生障害を爲
すべく, 水に入るべき由, 望む所に依るな
り｡》
219) 仏教の「心」は身体が死ぬと離脱して次の身体
へ移動する。次にどんな身体へ移るかは, それま
での「行い」によって自動的に決まる以上, 死ん
だ身体が以後の「心」の成り行きに関与する余地
は全くない。仏教でも身体障害が問題になること
があるが, ブッダになる準備をする上で不利にな
るという見地からである。
ところが, 日本に生まれ育った高倉範茂にとっ
て, 死後の成り行きは身体の見掛け次第である。
死ぬ瞬間の身体が完全でないと, ワウジャウ (往
生) は期待できないのである。その時に身体が欠
けたところがあって醜いと, 死後に予想される行
き先は, シュラ (修羅) やヂゴク (地獄) という
ことになる。
あるいは, 日本で死んでサイハウ-ジャウド
(西方淨土) へ行った者は, 死の瞬間の姿をして
いて, 醜いと入国を拒否されるのであろうか。い
ずれにしても, 仏教の体系に即せばあまりにも途
方もない話であるが, 日本でならありそうなこと
である。ちなみに, 仏教で「西方淨土」へ行くの
は「心」であり, これは生前の身体から何の掣肘
も受けない。
日本では誰でもワウジャウできるのであるが,
｢見掛けの悪い身障者はその限りでない」という
但し書きの付くことがある。いずれにしても, 死
ぬ瞬間の身体の完全を前提とするテンシャウ (轉
生) は, 仏教の「轉生」とは全く別の次元にある
日本独自の事象である。そして,「五體滿足」を
前提とするワウジャウは, 見た目の不完全さを嫌
う日本文化の注目すべき発展形態と言えよう。
220)『延喜式』3,『國大』26, p. 68: 凡觸穢悪事應
忌者 ‥‥‥ 六畜死五日
「六畜」というセットは中国から採り入れたも
のであり, 猪以外は人間に飼われる動物である。
その猪を表記する漢字は 豕" であるが, これは
中国で「豚」を指す。
221) オホハラヘを行った記録の中に, 犬と牛と猪の
死骸が見つかったと記されているのがある。その
中でも圧倒的に多いのは犬の例であり，外に馬の
例が少々あるくらいで，それ以外の例はほとんど
ない。
いのである｡
Ｋ
複数の増補者が参照した 『藥師經』
バーイシャジヤグルが一介のボーディサット
ヴァとして修行中であったのは,我々には無限
に思える昔のことであった｡ まだブッダではな
かったバーイシャジヤグルは，ブッダになった
暁には必ず実現しようと，その頃に12項目の
｢決心｣ (
・
/誓願)222) をした｡ これが
｢バーイシャジヤグルの決心｣ である｡ そして，
その第７項目として取り上げられたのが ｢[皮
膚が]白くなるレプラ｣ (	
/白癩）や ｢せむ
し｣ (kubja/背傴）を初め，病気と身体障害を
なくすることであった223)｡ この間の次第は 『藥
師如來本願經』 でダルマグプタが正確に訳して
いる｡
さて，『延喜式』 に採録されたオホハラヘの
ノリトで 『藥師經』 との対応が見られるのは,
｢藥師誓願/藥師大願｣ の記事にあるもの（白
癩：白人，背傴：胡久美)，あるいは薬師の威
力を示す記事にあるものに限られている｡ これ
に対して，『皇太神宮儀式帳』 で 『藥師經』 と
の対応が見られる項目には, ｢不時の死｣ (横死）
のリストに挙げられる２項目 (溺れ死ぬ場合/川
入リ，焼け死ぬ場合/火焼キ）が新たに加えら
れている｡
仏教で打ち立てられた体系では，人間が遭遇
するすべての出来事が過去の ｢行い｣ (karman/
業）の必然的な結果であり，当人の責任に帰せ
られる｡ したがって，どんなに注意していても
避けようがない｡ ところが 『藥師經』 では, 不
慮の死が例外として扱われていて, ｢溺れ死ぬ
場合｣ や ｢焼け死ぬ場合｣ などは，偶然に起こ
った事故と考えられている｡ 当人が責任をとる
必要がない出来事ということになる｡ この種の
出来事は注意していれば避けられると考えられ,
｢行いと報いの対応法則｣ が当てはまらない特
殊なケースと見なされているのである224)｡
『古事記』 と 『日本書紀』 が成立したのは，
それぞれ712年と720年であり, 『延喜式』 が成
立したのは927年である｡ したがって，『皇太神
宮儀式帳』 の成立した804年は，二つの年代の
ほぼ中点にある｡ しかしながら，一つ一つの項
目の古さとなると話は別である｡ すでに 『古事
記』 と 『日本書紀』 の段階で，ツミのリストに
はすでにヴァリアントがあった｡ この事実から
見ても, ｢同一のリストが８世紀の初めから10
世紀の初めにかけて次第に進化していった｣ と
は言えなかろう｡
畜仆シ蠱物爲ル罪”と“昆虫ノ災ヒ”が
『皇太神宮儀式帳』 に欠けている｡ 『皇太神宮儀
式帳』 のリストが 『延喜式』 のリストより古い
と仮定すると, ｢動物を殺す呪術は791年に政府
が禁じ，804年の 『皇太神宮儀式帳』 では言及
されなかったのに，10世紀になって 『延喜式』
で言及された｣ という不自然な結論が不可避と
なり, ｢日本で古くから知られていた虫の災い
は，804年には取り上げられず，10世紀になっ
て初めて取り上げられた｣ ということにもなろ
う｡ 動物犠牲に関連する項目が加えられたのは，
動物犠牲の禁令が出る８世紀末以前にさかのぼ
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222) BhS, pp. 3-7.
達摩笈多,『藥師如來本願經』, 『大正』 14，pp.
401-402.
223) BhS, pp. 4-5.
達摩笈多, op. cit., p. 401, c.16-19.
224) バーイシャジヤグルが救命に関与できるのは,
このように「行いと報いの対応法則」が当てはま
らない場合だけである。仏教で構想されたブッダ
である以上,「行いと報いの対応法則」を超越す
る者ではありえず, 寿命が尽きた者を好き勝手に
延命させる能力があるわけではない。このブッダ
は究極の救命者ではないし, 究極の医療者ですら
ないのである。
「不時の死」(maran・a/横死) という例外
ケースをわざわざ設定しなければならなかったこ
と自体, バーイシャジヤグルが外のブッダと同じ
ように「行いと報いの対応法則」に干渉できない
ことを明示している。この点だけから見ても, 無
制限な救命機能を備えた日本のヤクシは, 仏教の
バーイシャジヤグルとは全く別のものである。
仏教文献『バーイシャジヤグルスートラ』が人々
にブッダを目指させることを主眼として,「行い
と報いの対応法則」を理解させようとするのに対
し, 日本で読まれた『ヤクシキャウ』は文字通り
｢現世利益の経典」であり, 仏教に興味のない日
本人にとって強力な呪力の源泉であった。
ると考えるべきであろうし，ハフムシノ-ワザ
ハヒが初めてリストに入れられたのも，10世紀
になってからとは考えにくかろう｡
そうすると，各時代に複数のヴァリアントが
あったことになろう｡ そして, そのうちの一つ
の系統では，昔から日本で知られていた ｢昆虫
の災ひ｣ に相当する項目が ｢[人々をブッダに
なる準備に専念させようとして]薬師が取り除
こうとするもの｣ のリストから取り出された｡
そして，もう一つ別の系統のヴァリアントでは，
ケガレをもたらすとして日本人が嫌った一対の
事故死が 『藥師經』 の挙げる ｢不時の死｣ のリ
ストから取り出された｡ 別々にツミのリストを
修正しようとした複数のグループは，いずれも
そのつど 『藥師經』 を参照していることになろ
う｡
Ｌ1
もとから日本にいたクスリシ
さて，オホナムチ（大己貴）は出雲の国でス
クナヒコナ（少彦名）に会い, その協力のもと
にアシハラナカツクニ（葦原中國）の経営に大
きな成果を上げた225)｡ その頃の共同業績の一つ
に ｢病
やまひ
を療
をさ
むるの方
さま
｣ の制定がある｡ オホナム
チとスクナヒコナは病気治療の技術を開発した
のである｡
夫
か
の大己貴
お ほ な む ち
命，少彦名
すくなひこな
命と力を戮
あは
せ，
心を一
ひとつ
にして，天下を經
つ
營
く
る｡ 復
また
，顯
うつ
見
しき
蒼
あを
生
ひと
及
くさ
び畜産
け も の
の爲に，則ち其の病を療む
るの方を定む｡ ‥‥‥是を以て，百姓，
今に至るまで，咸
ことごと
く恩頼を蒙れり226)｡
なお，このオホナムチは“オホクニヌシ”
(大國主）という名前で 『古事記』 に登場する｡
若い時に兄たちに連れられてイナバ（稲羽/因
幡）に行った時に, ワニ（鮫）に皮を剥がれた
兎を海の近くで見た｡ いいかげんな兄たちは,
｢塩水に浸かって風に吹かれるように｣ と勧め
た｡ この方法は逆効果で，傷がさらに悪化して
兎がますます苦しがった｡ そこで, ｢撒き散ら
した蒲の花の上で転がるように｣ とオホクニヌ
シが教えたところ，兎は元通りに回復した227)｡
蒲の雄花に付いた花粉に止血の効果があり，こ
のカミは正しい治療法を知っていたのである｡
このオホクニヌシ（オホナムチ）はやがて政
権を取り，病気を治療する技術を国中に広めた｡
日本人が中国の ｢藥師｣ を知る以前から，いつ
とも知れない遥か昔から，日本には医療を専門
とするカミがいたのである｡ あの ｢病を療むる
の方｣ を制定したオホナムチこそ，日本人が
ヤクシ”と呼ぶようになったカミのプロトタ
イプと言えよう｡ 異文化から得たアイデアを基
に人間の姿を模した彫像が礼拝されるようにな
ったものの，日本のヤクシがバーイシャジヤグ
ルとは似ても似つかぬ活躍をするのは当然であ
る｡
さて，ブッダの足型を石に刻んで礼拝する習
慣が仏教世界にあったが，長安にあったのを日
本人が写して持ち帰り，760年代の初めに薬師
寺で複製品が作られた228)｡ その側に建てられた
碑に21首の歌が万葉仮名で刻まれ,“佛足石の
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225) オホナムチは『古事記』で“オホクニヌシ”
(大國主) と呼ばれる。兄弟たちに騙されたオホ
ナムチは, 殺されてネノクニ (根國) に行き, そ
こでスサノヲから厳しい訓練を受けて成長し, そ
の娘スセリヒメ (世理賣) と結婚した。イク
タチ (生太刀) と イクユミヤ (生弓矢) を義父
からもらってこの世に帰り, 兄弟たちをやっつけ
てアシハラノ-ナカツクニ (葦原中國) の支配権
を奪取し, スクナヒコナの協力を得て, 大いに国
土を開発して統治に成功した。
ところで『古事記』(上,『國大』7, pp. 36-
41) によると, タカマガハラのアマテラスは, か
ねてからアシハラノ-ナカツクニの支配を望んで
いて, オホクニヌシ (オホナムチ) に統治権を放
棄させようと, ２回にわたり使者を派遣したが,
先方に馴染んでしまって使命を果たせなかった。
最後にタケミカヅチ (武甕槌) とフツヌシ (輕津
主) が出掛けて脅迫すると, オホクニヌシは息子
の意見を受け入れて抵抗を諦め, 引退後の住居提
供を条件に統治権を放棄した。
226)『日本書紀』1,〔前篇〕pp. 46-47: 夫大己貴命
與少彦名命 戮力一心 經營天下 復爲顯見蒼生及
畜産 則定其療病之方 ‥‥‥ 是以百姓至今咸蒙
恩頼
227)『古事記』上,『國大』7, pp. 25-26.
228) 銘によると, 天平勝寶五年 (753) に文室眞人
智努が死んだ妻のために作ったという。ところが,
冒頭に“文室眞人淨三”とあり, これは天平宝字
五年 (761) の改名であるという。
歌”と呼ばれているが，その一つでヤクシがマ
ラヒトノ-クスリシ（賓客-藥藥師）として讃え
られている｡
藥師
くすりし
は 常
つね
のもあれど
賓客
まらひと
の 今
いま
の藥師
くすりし
貴
たふと
かりけり 賞
め
だしかりけり229)
Even though there are also
the usual masters of medicine,
still [how much more] this master of
medicine
from distant lands
is worthy of worship:
He is worthy of praise! 230)
８世紀の日本人にとって，クスリシ（藥師）
には２種あり，一つは異文化圏から導入された
マラヒトノ-イマノ-クスリシであり231), もう一
つはツネノ-クスリシ（常-藥師）である｡ そし
て，マラヒトノ-イマノ-クスリシの方がありが
たがられ，より高い治療能力が期待されてい
る232)｡ ブツの足型模型の側に残された歌である
以上，ブツを讃えることが主旨であり，マラヒ
トノ-クスリシの卓越した能力が強調されるの
は当然であるが，興味深いのは相対評価の形を
とっていることである｡
先端文化圏からやって来たクスリシほどでは
ないにしても，それなりに能力のあるツネノ-
クスリシが昔から日本にいた｡ いつとも知れな
い遥か昔に ｢病を療むるの方｣ を制定したオホ
ナムチ，あるいはオホナムチとスクナヒコナは,
ツネノ-クスリシとして日本人に頼られていた
のである｡
マラヒトノ-クスリシが先進国からやって来
ると，この方がより有能と評価された｡ しかし
ながら, ｢貴
め
だしかりけり｣ と言われても，マ
ラヒトノ-クスリシがツネノ-クスリシを駆逐す
るような事態にはならなかった｡ むしろ，昔か
らのクスリシが今のクスリシを吸収することに
なったのであるが，異文化に根差すバーイシャ
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229)『佛足石歌』15, 土橋寛 (校訂),『古代歌謠集』,
『古大』3, p. 244: 久須理師波 都禰乃母阿禮等
麻良比止乃 伊麻乃久須理師 多布止可理家利 米
太志加利鶏利
230) Roy A. Miller, The Footprints of the Buddha,
An Eighth-century Old Japanese Poetic Sequence,
New Haven, 1975, p. 137.
“the usual masters of medicine” と複数形で示
して, ミラーはツネノ-クスリシが大勢いたと想
定している。特定あるいは不特定のツネノ-クス
リシが二人以上いたということになるが, いずれ
も文献で裏付けることができない。
ミラーによると, マレヒトノ-クスリシが優れ
ているのは,“生きている人々だけでなく死んだ
人々も治療する”からであるという (ibid., p.
141)。第１番の歌に“父と母がために”から得
た連想であるが, ヤクシが死者の治療に当たるな
どという話は, 日本文献で知られていない。
231)『日本靈異記』では, 日本のカミに対立させて,
ブツのことを“マラヒトガミ”(客神) と呼んで
いる。
『靈異記』上 5, p. 41: 今, 國家
み か ど
に災ひ
を起すは, 隣國の客神
まらひとがみ
の像をおのが國の内
に置くによる。この客神の像を出すべし。
すみやかに豊國
とよくに
に棄
う
て流せ。
ミカドにワザハヒを起こすマラヒトガミは, 日
本に置いておくわけにはいかないので, トヨクニ
に追い出すことが提案されている。トヨクニ”
とい語は他所に見られないが, 朝鮮半島に資源の
豊富な国があるという共通認識を反映するもので
あろうか。
『古事記』の伝えるところでは, あるカミが仲
哀に助言した際に, 侵略すべき国を指して“金銀
を本
はじめ
として目の炎
か
輝
か
やく種々
さまざま
の珍しき寶多
さは
にある
國”という表現を使っている (中, p. 94)。仲哀
の死後に皇后が実際に侵略したのはシラギ (新羅)
である。
232)“疫病が流行した際に, 日本のカミガミに祈願
しても効果がなかった”という記録がある。人間
の頼みに応える能力が評価されているのであり,
この場合はゼロと判定されている。
『續日本紀』12, p. 145: 乙未 ‥‥‥
詔曰 此來縁有疫氣多發 祭神 猶未得
可《[天平九年七月]乙未, ‥‥‥ 詔して
曰く,「此來
このころ
, 疫氣多く發
おこ
ること有るに縁
りて, 神
あまつかみくにつかみ
を祈り祭れども猶可
よき
こと得ず」
と｡》
このような場合には, カミガミに祈願すること
を早々に止めて, 別の方法に切り替える。天平九
年七月にはオホユルシ (大赦) を行って, 大逆罪
を犯した者を始め罪人をすべて釈放した。
ところが,“ブツ”(佛) と呼ばれる異文化圏出
身のカミについて, 否定的な評価が出ることはな
い。マラヒトノ-カミの能力が否定されることは
ないのである。効果が上がると誉め称えるが, た
とえ効果が上がらなくても, 不満を口にすること
はない。このように, 日本人はいつもマラヒトノ-
カミに寛大である。
ジヤグルに馴染みようもなかった以上，これは
当然のことであった｡
中国の ｢藥師｣ から名称を借りて改名し，そ
の業績や能力のうち都合のよい局面だけを取り
込んで，バーイシャジヤグルが立てた目標は一
顧だにされぬまま,日本開闢以来のクスリシは
ヤクシとなった｡“ヤクシ”と呼ばれるように
なった治療のカミは，オホナムチとスクナヒコ
ナを核として次第に成長をしていったのである｡
ヤクシ-ケクヮとオホハラヘがこれほど接近
した背景には，オホナムチがヤクシに成長して
いった経緯があった｡ これは異文化を吸収して
成長したというようなものではなく，異文化文
献の中にたまたま見かけた言葉に注目して，そ
れを基に留めどなく連想を拡大していったので
ある｡ そして，この連想作業は正に日本文化の
枠の中で行われた｡
Ｌ2
オホナムチ-スクナヒコナと
｢藥師｣ の同一視
『日本文徳天皇實録』 に載せられた859年12月
の記事によると，オホナムチとスクナヒコナが
常陸の鹿島に降りて，海岸で塩を作っていた老
人がことの次第を目撃したという｡ 深夜に密か
に再入国を企てたのであるが，たまたま夜間作
業をしていて目撃した者がいたので，このこと
は広く世間に知られるところとなった｡
[要約:] 海水を煮て塩を作る老人がい
た｡ 夜中に沖を見ていると，光が輝いた｡
夜が明けてみると，一対の奇怪な石（恠
石）があった｡ 神が人間に憑いて言った｡
｢私は大
おほ
奈
な
母
む
知
ち
-少
すくな
比
ひ
古
こ
奈
な
である｡ 昔，こ
の国を作ったが，東の海へ行っていた｡
今，人々を救うために帰って来たのだ｣
と233)｡
不思議な光景を見た明くる朝，老人は海岸で
二つの石を見た｡ すると，人間の身体に何かが
取り憑いて，オホナムチとスクナヒコナである
と名乗り，日本国家を創設したカミであると自
己紹介し，この世に救済をもたらそうとして再
びやって来たと語った｡
鹿島灘に上陸して人間の住む世界に再登場し
た二柱のカミはセットを成し，一対の石をヨリ
シロ（依代）とした｡ ヨリシロが二つあるとこ
ろを見ると，オホナムチとスクナヒコナはこの
段階でまだ合体神ではなく，インドのアシュヴ
ィン（)234) のように双神であったらしい｡
ただし，口を利く必要がある際の臨時処置とし
て，カミなら誰でもするように，取り憑き先を
一時的に人間に変えている235)｡
神代の時代にオホナムチとスクナヒコナは國
作りを行い，人々の生活に秩序と安定をもたら
した｡ そして，医療の方法を始め，災いを回避
するための技術を考案した｡ このように世のた
め人のために貢献した実績を基に，オホナムチ
とスクナヒコナは救済神として再登場すること
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233)『日本文徳天皇實録』8,『國大』3, p. 86: 戊
戌 常陸國上言 鹿嶋群大洗磯前有神新降 初郡民
有煮海爲塩者 夜半望海 光耀属天 明日有兩恠石
‥‥‥ 時神憑人云 我是大奈母知少比古奈命也
昔造此國訖 去徃東海 今爲濟民 更亦來歸
234) アシュヴィンは“分離できない”(	) と
言われる一対の神 (deva) であり, それほど格は
高くないが, ヴェーダ讃歌の時代にさかのぼる古
い信仰対象である。明るい顔色の美しい青年であ
り, 機敏に活動して隼のように速く動き, 意のま
まにどんな姿をとることもできる。太陽の娘スー
リャー (
	) を娶って共同の妻としている。
神々の王インドラは身分が低かったアシュヴィン
に神の資格を認めようとしなかったが, チュヴァ
ナ (cyuvana) が説得して認めさせた。
全く偶然の一致であるが, 日本の双神オホナム
チ-スクナヒコナと同じように, インドのアシュ
ヴィンも究極の医療専門家である。インドの双神
は薬用植物の生態をすべて熟知していて, 神々を
治療する医者である。そして, 有名な医学専門書
(

・
) がこのアシュヴィンに帰
せられている。日本の双神は文字も知らないが,
インドの双神は大学者である。アシュヴィンはイ
ンドでよく知られていたが, 中国語に訳された仏
教文献に登場することがないので, 日本では知ら
れていなかった。
235) 姿が見えないカミが言葉を掛けようとする時は,
そこいらにいる人間の身体に取り憑く。熊襲を打
つために仲哀が筑紫に滞在していた時に, カミが
皇后の身体に取り憑いて助言した。
『古事記』上, p. 94: 於是太后歸言教
覺詔者 ‥‥‥ 《是
ここ
に, 大后, 歸
がか
りたま
ひて, 言
こと
教へ覺
さと
して詔
みことの
らさく, ‥‥‥》。
になったと考えられる236)｡
そして，同じ 『日本文徳天皇實録』 の863年
の記事によると，オホナムチ-スクナヒコナは
名前を改めて,“ヤクシボサツ-ミャウジン”
(藥師菩薩名神）と称するようになった｡“ミャ
ウジン”(名神）と言う称号に加えて,“ボサツ"
というもう一つの称号が付いているのである｡
己卯，常陸國に，大洗磯前，酒列磯前
の兩神在り，藥師菩薩名神と號す237)｡
ブツであるはずのヤクシがここではボサツと
して登場するのであるが，これは降格ではない｡
ここで“ボサツ”は日本文化圏で新たに制度化
されたカミの称号であり，仏教文化圏の“菩薩”
とは関係がない238)｡ むしろ,“ボサツ”の称号
を与えられて，ヤクシは名実ともカミになった
のである｡ なお 『延喜式』 によると，常陸のヤ
クシ２例の外に，宇佐と箱崎のハチマン (八幡）
がそれぞれ“ボサツ”と呼ばれている239)｡
ミャウジン”の称号が与えられるのは，タ
イシャ（大社）でも古くからよく知られている
神社に限られる｡ いくらブツがカミと同じよう
に扱われるようになったとはいえ，異文化起源
と思われている礼拝対象が単独でこれほど高い
位を与えられる例はほかにない｡ 神代の時代か
ら治療担当のカミとして頼りにされてきたオホ
ナムチとスクナヒコナは合体されてヤクシ-ボ
サツとなり，“ミャウジン-サイ”(名神祭）と
呼ばれる臨時祭でミテグラ（幣）を供えられる
存在となったのである｡
やがて，このことは法制化された｡ 927年に
成立した 『延喜式』 によると, 常陸の国には
ヤクシボサツミャウジン-シャ”と呼ばれる施
設が二つあったという｡ ただし，この場合の
ミャウジン”は“名神”ではなく“明神”と
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236) 国家経営の責任者はオホナムチであり, スクナ
ヒコナはテクノクラートに過ぎず, 単独で活動す
ることがない。ここでは両者が結合して双神オホ
ナムチ-スクナヒコナとなり,「海の向こうから帰
って来た救済神」として再び人間の世界に登場す
る。
『古事記』に登場するスクナヒコナは, 国造り
の仕事を終えてトコヨノクニ (常世國) に渡る
(上, p. 34)。トコヨノクニの位置も方角も定か
でないが,『日本文徳天皇實録』で双神は“東の
海に行っていた”と言って, トコヨノクニが東方
に位置することを示唆している。このこと自体に
特別の意味があるとは考えられず, たまたま東に
海を臨む常陸の国を再上陸地点に設定したからに
過ぎなかろう。
ちなみに, オホナムチ-スクナヒコナが常陸の
海岸に上陸した際に前の住所として示唆する方角
は, この双神と同一視されるようになるヤクシの
本拠地がある方角とたまたま同じである。これは
偶然の一致に過ぎないが, 東に海を臨む常陸の国
が再上陸地点であったという話は, オホナムチ-
スクナヒコナがヤクシとして成長する過程で, 促
進要素の一つとして機能したかも知れない。
237)『日本文徳天皇實録』9, p. 103: 己卯 在常陸
國大洗磯前 酒列磯前兩神 號藥師菩薩名神
238) 平安時代になると, 筑前のムナカタ (宗像) の
ように, お告げによってボサツの称号を与えられ
ることがあり, 一方では摂津のスミヨシ (住吉)
のように, カミが自ら“ボサツ”と称することも
あった。
このように異文化から名称が取り入れられるこ
とを指して, 日本人は“シンブツ-シフガフ”(神
佛習合) と言う。異文化から何かを受け入れても,
日本文化に本質的な変化が起こるわけではない。
ヤクシ”の称号で呼ばれるようになったカミに
しても, 魚や獣を供えないなど独特の扱いがなか
ったわけではないが, 食い物の好みが少し違うと
いうだけのことであり, インドから来たバーイシ
ャジヤグルの習性がわずかでも移転したわけでは
ないのである。
1868年に政権を奪取すると, 日本政府は直ちに
布告を出して, 岩清水八幡宮を始め各地の八幡宮
に“ボサツ”の称号を外させ, 魚を供えるように
させた。シンブツ-シフガフが文化の本質に係わ
るものではない以上, その廃止も簡単であり，一
通の布告でこと足りたのである。
“シンブツ-シフガフ”という語を術語として使
う研究者にしても, シフガフの原要素を突き止め
る気はまるでない。日本文化と仏教の関係につい
て知ろうとしないのである。専門家も一般知識人
も, この点では日本の文化伝承を忠実に受け継い
ていると言えよう。
古代の日本人も現代の日本人も, 何も考えない
ままブツはインドから来たと思い込んでいる。日
本のヤクシやアミダやダイニチと同じものがイン
ドにもいたと信じているのである。日本人の幻想
の中で, 日本は「仏教国」であり, 岡倉天心も言
うように日本世界は「仏教」を通じて「アジア」
と繋がっているのである。
239)『延喜式』10, 神 10, 神名 下, p. 314: 筑
前國一九座 ‥‥‥ 那珂四座 八幡大菩薩箱崎宮
一座名神大
ibid., p. 315: 豊前國六座 宇佐郡三座 八幡大
菩薩宇佐宮名神大
表記されている240)｡
常陸國廿八座 鹿島郡二座 ‥‥‥ 大
洗磯前藥師菩薩明神社名神大 241) 那賀郡七座
‥‥‥ 酒烈磯前藥師菩薩神社名神大242)
こうして，オホナムチ-スクナヒコナは ｢藥
師｣ と合体した｡ ヤマヒヲサムルノ-サマ（病
を療むるの方）を定めたオホナムチ-スクナヒ
コナは, ｢藥師｣ を併合してヤクシとなり,“ボ
サツ-ミャウジン”の称号を与えられて，日本
パンテオンの中で医療を専門分野とするカミと
なった｡ あるいは，ツネノ-クスリシのオホナ
ムチ-スクナヒコナは，マラヒトノ-イマノ-ク
スリシのヤクシから名前を貰って改名し，日本
文化圏で最高の医療専門家として再び脚光を浴
びることになった｡
ブッダになるための環境整備というバーイシ
ャジヤグルの機能は日本文化圏に伝わらず, ワ
ザハヒを直ちに排除する機能がこれに代わった｡
オホナムチとスクナヒコナが ｢病を療むるの方｣
を制定したという伝承が語られている中で，こ
のようなすり替えはごく自然になされたであろ
う｡
オホナムチとスクナヒコナは ｢ウツシキ-ア
ヲヒトクサ（人間）のためだけでなく，ケモノ
(人間以外の哺乳動物）のためにも治療法を定
めた｣ という伝説は, ｢因幡で皮を剥がれて苦
しんでいた兎を治療した｣ という伝説と共に語
り継がれていた｡
遥か昔の日本で，｢鳥獸昆虫の災異｣ を防ぐ
ノリトを制定したのは, 医療を専門とするカミ
であった｡ 鳥や哺乳動物や地上を這う小動物の
もたらすワザハヒは，作物への被害として理解
されていたというよりも, 身体への被害（牙や
爪による被害, 毒による被害）として理解され
ていたのであろうか｡
Ｌ3
『藥師經』 の挙げる危害動物と
オホムナチが対処するワザハヒ
さて，『バーイシャジヤグルスートラ』 には,
バーイシャジヤグルに礼拝することによって恐
怖から解放される例として，人に危害を加える
動物に言及している｡
‥‥‥ 狂暴な象やライオンや虎や熊
やハイエナや豹，そして毒蛇や蝎や百足
や虻や蚊などの恐怖がある場合，バーイ
シャジヤグルに礼拝しなければならな
い243)｡
この部分をダルマグプタは次のように訳して
いる｡
或は ‥‥‥ 悪象，師子，虎狼，熊羆，
毒蛇，悪蝎，蜈蚣，蚰蜒, 是の如き等の
怖れ有らむに，彼の如來を憶念し供養せ
ば, 一切の怖畏，皆解脱するを得244)｡
サンスクリット本のテキストでは，６種の獣
のうち，象だけは家畜である場合もあるので，
ここでは野生のものに限る必要があり，形容詞
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240)『續日本紀』の730年の記事『日本後紀』の 809
年の記事に“名神”という語が見えるが,“諸國
名神社”や“畿内名神”という表現の中で用いら
れているので, これはまだ称号ではなく普通名詞
らしい。
『續日本紀』10,『國大』2, p. 123: 庚
戊 遣使奉渤海信物於諸國名神社《[天平二
年十月]庚戊, 使を遣はして, 渤海の信物
を諸國の名神社に奉つる｡》
『日本後紀』13,『國大』3, p. 46: 癸巳
遣使奉幣於畿内名神 祈雨也《[延暦廿四年
七月]癸巳, 使を遣はして, 幣を畿内の名
神に奉つり, 雨を祈るなり｡》
そうすると,“名神”は“名神社”(｢有名な神
社｣（?) の省略表現であろうか。そうであるとす
れば, この語がもともと指すのは, カミではなく
神社ということになろう。
一方, ９世紀以前の文献に見える“明神”はも
っぱらカミのようである。いずれにしても, やが
て“名神”と“明神”は区別なく用いられるよう
になるようである。そして, すでに『延喜式』で
も, この二つの語は厳格に区別されていないらし
い。それにしても, なぜ“明”なのか｡“明王”
の 明”が紛れ込んだのか。
241)『延喜式』9, 神 9, 神名 上, p. 240.
242) ibid., p. 241.
243) BhS, p. 19, 1-4: 
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244) 達摩笈多, op. cit., p. 403, b.4-7: 或有 ‥‥
‥ 悪象師子虎狼熊羆毒蛇悪蝎蜈蚣蚰蜒如是等怖
憶念供養彼如來者 一切怖畏皆得解脱
can・d・a”(凶暴な）の効力が及ぶのは“hastin”
(象）だけである｡ 中国語訳 『藥師經』 では,こ
れが“悪象”と訳されている｡
中国語訳では“vya¯ghra”(虎）に“虎狼”が
当てられ,“r
・
ks
・
a”(熊）に“熊羆”が当てられ
ている（“羆”: ｢ひぐま｣)｡ 生態の類似する別
の種を加えてセットとしたものであり，いずれ
も中国の古典に見られる表現形式である245)｡ ま
た，中国語訳には“taraks
・
u”に当たる語が見
られない｡ ハイエナが中国で知られていなかっ
たからであろうか｡ こうして，中国語訳では動
物名がすべて２語の語合成で表現されることに
なった｡
『藥師經』 の動物リストの後半部分に見られ
る４種の動物（ヘビ. サソリ, ムカデ，ゲジゲ
ジ）がハフムシに当たるので，この動物リスト
に挙げられる“悪象-師子-虎狼-熊羆-毒蛇-悪蝎-
蜈蚣-蚰蜒”は,“鳥”が抜けていること以外は，
オホムナチ（大己貴）とスクナヒコナ（少彦名）
のノリ（法）の対象を指す“鳥獸昆虫”に一致
する（『日本書紀』: 鳥獸昆虫の災異を攘はむが
爲に, 其の禁厭むる法を定む)｡
『藥師經』 が伝わるよりも昔の日本で, ｢鳥獸
昆虫の災異｣ は恐れられていた｡ そして，これ
を防ぐ方法が知られていた｡ 野獣と地上を這う
小動物のワザハヒを防ぐ呪術が開発されていた
のである｡ そして，この呪術は特定の災害源に
効力が及んだが，それはヤクシ自身が殲滅でき
る災害源とたまたま同じであった｡
ヤクシがワザハヒを取り除くブツ（佛）であ
ると思い込んでいた日本人にとって，このこと
は偶然の一致とは思われなかったであろう｡ そ
して，日本ヤクシ-ケクヮの成立に連動してオ
ホハラヘが成立した際に，この偶然の一致は連
動を推進する要因の一つとして作用したことで
あろう｡
Ｍ
日本文化の枠内で起こった事象
ノリトの言葉でツミのリストに新しい項目が
加わる際に，ヤマヒやワザハヒの名前が 『藥師
經』 から採られた｡ この限りでは，オホハラヘ
の成立の折に異文化文献が関与したと言えよ
う246)｡ しかしながら，ノリトのリストを増補す
るためにヤマヒやワザハヒの名前を 『藥師經』
から採ったとはいうものの，この異文化文献に
提示されている異文化の体系に日本人が関心を
寄せることはなかった｡
中国人が ｢行いと報いの対応法則｣ を本気で
信じていなかったとしても，少なくとも建前の
上では認めていた｡ そして, ｢悪い行為をする
と辛い報いが起こる｣ という命題を変換して,
｢悪い行いを後で消去することができれば，辛
い報いは起こらない｣ という独自の命題を立て
た｡ そして，悪い行いを消去してくれるのは,
｢佛｣ や ｢菩薩｣ の彫像である｡ これに対して，
日本で主役を演じるのはカミである｡ 人間がツ
ミを犯したりケガレを発生させたりすると，激
怒したカミは悲惨な状況をもたらして人間を困
らせ，逆の場合は有利な状況をもたらす247)｡ そ
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245) 司馬遷,『史記』12, 7 「項羽記」, 中華書局,
北京, 1959, p. 313: 夫秦有虎狼之心《夫れ, 秦
に虎狼の心有り｡》
『楚辭』12,「准南小山 招隱士｣,『四部叢刊初
編』577, 三丁裏: 虎豹鬪兮 熊羆咆《虎豹は鬪ひ,
熊羆は咆ゆ｡》
246) オホハラヘとツミユルシとハウジャウがセット
になって現れることに青木は注目し,「仏教」が
オホハラヘの成立に密接な関係があったことを裏
付ける証拠であるとする (青木,『祝詞古伝承の
研究』, p. 113)。そして,“天武朝に国家的行事
の大解除として現れ出るに至った要素の中には,
恐らく仏教儀礼の悔過が参加しているであろう”
(ibid., p. 115) と推測する。
実に卓抜な発想である。ただし，ここで“仏教”
という語が指すのは「ブッダの教え」ではない。
天武はブツの彫像に礼拝して願い事をするのが好
きであったかも知れないが, 外の日本人と同じよ
うにブッダになるつもりなどまるでなかった。そ
れに, 日本のケクヮは仏教文献に記述されていな
いことであり, 中国の風習からも断絶していた。
中国の「悔過」で中核を成すのは過ちを悔いる場
面であるが, 日本のケクヮにはこれが全く欠けて
いた。中国で「悔過」のプロセスを動かしていた
のは「佛」や「菩薩」の彫像であったが, 日本の
ケクヮではカミであった。
247) 日本という国全体がうまく行っていると，カミ
ガミは嬉しがって国に有利な状況をもたらす。
708 年に武蔵の国にアカガネ (銅) が発見された
して，アラヒト-ガミ（現人神）といえども，
カミに振り回されるのである248)｡
刑法（律）によって犯罪が処理されるように
なると，古くからのハラヘは本来の機能を失い，
新しい機能を担うことになり，ヤマヒやワザハ
ヒを扱うようになった｡ こうして，新しい情勢
に対処するために，ノリトで唱えるツミのリス
トに新しい項目が加えられた｡
遥か昔から日本人が伝えて来た重要な制度が
大きく変化する過程で,“ヤクシ-ケクヮ”と呼
ばれる新しい制度が日本文化圏に成立した｡ こ
れは異文化圏の制度から着想を得たとはいうも
のの，仏教文化圏の原理を無視し，中国文化圏
の原理も棚上げにしたものであり，そのメカニ
ズムは日本固有のハラヘと同じ原理で作動した｡
新しい外見を装ったヤクシ-ケクヮに加え，古
い文化素材を用いたオホハラヘを開発して，日
本人は新しい時代に対処することになったので
ある｡
ハラヘがオホハラヘに発展する過程で，ノリ
トで唱えるツミのリストにヤマヒやワザハヒの
名前が新たに加えられ，この作業が行われる際
に 『藥師經』 が参照されたが，すべての者をブ
ッダにしようとするバーイシャジヤグルの意図
は，学問のある人々の間であれ信心深い人々の
間であれ, 日本で受け入れられることはついに
なかった｡
日本人にとって，この経典の主人公も独自の
発展を遂げた日本のカミにほかならなかった｡
日本人に頼りにされたヤクシは病気の治療を主
要な職務としながらも，次第に職域を広げて行
き，人間に降りかかるどんな災難をも解消でき
る万能の救済者に成長したのである249)｡
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が, これは“テンニイマス-カミ (天座神) とチ
ニイマス-カミ (地座神) の顕し奉れるズイホウ
(瑞寶)”であった。政府は直ちに改元して, 新し
い年号を“和銅”(ニキ-アカガネ) とした。
『續日本紀』４, p. 33: 天座神地座神乃
相于豆奈比奉福波倍奉事尓依而顯久出多留寶尓在羅之止奈母
神隨所念行是以天地之神乃顯奉瑞寶尓依而
御世年號改賜換賜波久止詔命乎衆聞宣《天に座
す神, 地に座す神の相いづなひ奉り, 福は
へ奉る事に依りて, 顯しく出でたる寶に在
るらしとなも, 神ながら念し行す。是を以
て, 天地の神の顯し奉れる瑞寶に依りて,
御世の年號改め賜ひ換へ賜ふと詔たまふ命
を衆聞きたまへと宣る｡》
中国では宇宙を支配する「天」の命を受けて皇
帝が国民を統治する。皇帝が善政をしいて統治に
成功すると, これを評価して「天」は地上に「祥
瑞」を出現させる。麒麟や鳳凰など珍しくめでた
い動物が現れるのはそういう時である。
日本でも白いキジが現れることなどがあり
(『日本書紀』25.〔後編〕pp. 249-251, 白雉元年
二月九日), 起こった現象については中国からア
イデアを借りたに違いないが,「祥瑞」の根底に
ある政治理念が体系として受け入れられたわけで
はなかった｡「天」の存在が無視されている以上,
アカガネが発見された時の日本人の反応は, カミ
が跋扈する文化圏にふさわしいものであった。
248) 聖武はあれこれ思い煩うことが多くなり, マツ
リゴトにも欠陥があるようだが, これはカミのト
ガメ (咎) が身に降りかかったからである。何か
カミの機嫌を損ねるようなことをしたらしい。天
皇にトガを与える主体を指す漢字として,“天”
ではなく“神”が用いられているが, この字で表
記されているのは日本語の“カミ”である。
『續日本紀』17, p. 202:〔天平勝寳元年
閏五月]葵卯 ‥‥‥ 徒積憂勞 政治如闕
神之胎咎 實由朕躬《[天平勝寳元年閏五月]
葵卯 ‥‥‥ 徒に憂勞を積みて, 政治闕く
るが如し。神の咎を胎せること, 實に朕が
躬に由れり｡》
249) 日本でヤクシの彫像は“願ふところをよく與へ
たまふ”(『靈異記』中, 39, p. 197) と言われる。
万能の救済機能を備えたヤクシ像が片っ端から人々
の期待に応えるというのである。しかしながら,
仏教の体系は偶像崇拝を前提にせずに成り立って
いて, 偶像に超自然力や無限の救済機能を認める
構想は, 仏教の伝承から大きく逸脱している。
人間の好き勝手な要求に無制限に応える存在は,
もともと仏教の体系を支える原理と矛盾する。仏
教では欲望の充足が奨励されていない。ブッダは
超自然力を備えているが, 身勝手な人間の言いな
りになる存在ではない。もっとも, マハーヤーナ
の時代になって, 仏教の原則が崩れていく過程で,
ブッダの超能力が強調されるあまり, この点がい
いかげんになるのは避けられなかった。
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‥‥｜《そのブッダの「以前の決心」を心
に浮かべるべきである。この経典を読み進
めるべきである。心にある願い, 求めてい
る願いを[ブッダは]すべて叶えるのである｡》
『灌頂抜除過罪生死得度經』,『大正』21,
p. 534, a.5: 求心中所願者無不獲得《心中
ヤクシ-ケクヮは日本独自の文化事象であり，
その成立に連動してハラヘがオホハラヘに発展
したのも，異文化とは関係なく起こったことで
あった｡ 日本人は体系としての異文化に興味は
なかったが，時代の変化に対応するために異文
化の文献から言葉を拾ったのである｡
(おわり）
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に求めば, 願う所, 獲ざること無し｡》
達摩笈多譯,『藥師如來本願經』,『大正』
14, p. 403, a.25-27: 應念彼如來本昔大願
解釋此經 如所思念如所願求 一切所欲皆
得圓滿《應に彼の如來の本昔の大願を念じ,
びに此の經を解釋すべし。思念する所の
如く, 願求する所の如く, 一切, 欲する所,
皆, 圓滿を得｡》
玄奘譯,『藥師琉璃光如來本願功徳經』,
『大正』14, p. 406, c.15-17: 應念彼如來
本願功徳讀誦此經思惟其義演説開示 隨所
樂求一切皆遂《應に彼の如來本願功徳を念
じて此經を讀誦し, 其の義を思惟し, 演説
し, 開示すべし。樂求する所に隨ひて, 一
切, 皆遂げむ｡》
ただし, ここで主眼はブッダを賛美することに
あり, 人々を唆してブッダを目指して頑張る気に
ならせることにある。限りない欲望充足の可能性
を提示することにあるのではない。それに, 原則
が崩れたマハーヤーナでも, ブッダの偶像が人々
の望みを叶えるという発想はない。
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Oho-harahe and the Yakusikyau
（４）
Nobuhiko KOBAYASHI
In ancient Japan, a body drowned in water or burned by fire was considered to cause kegare 穢 (pollu-
tion). Therefore they were to perform a rite called oho-harahe 大祓 (great purification) when death
ocurred in water or by fire. This is why they extracted the two items“爲水所溺”(drowning) and
爲火所燒”(burning to death) from the Yakusikyau (藥師經) and added them to the list of tumi 罪
(sins) in the Kwautaizinguu-gisikityau (皇太神宮儀式帳)．
